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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
羽
虫
の
囁
き
２

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
６
４
９
Ｇ

【
作
者
名
】

　
恒

【
あ
ら
す
じ
】

　
不
死
身
の
生
物
兵
器
（
死
神
）
を
手
に
入
れ
た
旧
植
民
地
の
忘
れ
ら
れ
し
皇

女
、
無
為
は
、
た
だ
自
分
の
両
親
（
幸
福
）
を
奪
っ
た
者
へ
の
復
讐
の
た
め
に

兵
を
挙
げ
た
。
孤
独
な
小
皇
帝
の
報
わ
れ
ぬ
戦
が
始
ま
る
。

マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
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軍
人
狩
リ

死
の
足
音
か
ら
、
元
軍
人
、
現
在
無
血
縁
無
財
産
の
ホ
ー
ム
レ
ス
で
あ
る
と
こ

ろ
の
、
元
陸
軍
将
校
、
葛
城
公
道
は
逃
げ
る
。
染
だ
ら
け
の
茶
色
の
背
広
と
、

カ
ツ
ラ
ギ
コ
ウ
ド
ウ

し
み

路
地
裏
の
石
畳
に
溜
ま
っ
た
雨
水
を
吸
い
上
げ
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
っ
た
よ
れ

よ
れ
の
ス
ー
ツ
ズ
ボ
ン
姿
で
。
路
地
を
抜
け
た
先
、
干
は
子
供
の
遊
び
場
、
真

夜
中
に
神
仏
不
在
の
闇
市
と
化
す
公
園
の
中
央
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
財
力
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
噴
水
の
噴
水
口
の
真
上
に
は
、
黒
い
燕
尾
服
を
身
に
ま
と
い
、
蒼
白
な

な
顔
面
、
戦
時
中
に
は
在
り
得
な
い
長
さ
の
黒
髪
を
持
つ
、
し
か
し
総
統
に
優

あ

れ
た
容
姿
を
持
つ
執
事
の
よ
う
な
男
が
立
っ
て
い
た
。
風
も
無
い
静
け
さ
の
な

か
微
動
だ
に
し
な
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ラ
ー
写
真
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
な
ん
な
ん
だ
よ
、
あ
ん
た
」

「
で
す
か
ら
、
初
め
に
申
し
上
げ
た
で
し
ょ
う
、
あ
な
た
の
名
前
が
死
亡
者
リ

は
じ

ス
ト
に
載
っ
て
い
る
の
で
す
よ
、
返
り
血
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
た
軍
服
姿
の
写
真

と
一
緒
に
ね
」

「
う
そ
だ
、
助
け
て
く
れ
、
私
は
無
実
だ
！
！
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
だ
っ
て
俺
を
罰

さ
な
か
っ
た
！
！
！
！
」

「
事
実
で
す
よ
、
満
州
・
朝
鮮
地
方
に
お
け
る
、
合
計
百
万
人
規
模
に
上
る
住

民
の
大
量
虐
殺
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
よ
る
戦
犯
容
疑
の
免
除
、
よ
ほ
ど
死

に
た
く
な
い
の
で
す
ね
、
貴
方
」

あ
な
た

「
な
ん
て
こ
と
だ
、
絞
首
刑
で
は
な
く
鬼
神
に
よ
る
残
虐
系
に
処
さ
れ
る
と
は

お
に
が
み

！
！
！
！
」

「
私
は
邪
神
と
は
い
え
神
に
ご
ざ
い
ま
す
」

ジ
ャ
シ
ン

カ
ミ
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「
は
、
あ
あ
あ
あ
、
済
ま
な
い
、
上
か
ら
の
命
令
だ
っ
た
ん
だ
、
罪
も
な
い
、

ピ
ス
ト
ル
も
持
っ
て
な
い
人
々
を
殺
す
な
ん
て
、
私
は
何
度
も
た
め
ら
っ
た
ん

だ
！
！
！
！
」

「
謝
れ
ば
許
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
？
」

あ
や
ま

「
は
・
・
・
・
！
！
」

公
道
の
の
来
た
道
と
同
じ
道
、
つ
ま
り
は
彼
の
真
後
ろ
か
ら
、
一
人
の
小
柄
な

少
女
が
現
れ
る
。
富
裕
層
の
娘
の
よ
う
で
あ
り
、
容
姿
に
も
優
れ
て
い
る
。
髪

は
あ
の
執
事
異
常
に
長
く
、
太
も
も
に
か
か
る
ほ
ど
で
あ
る
。
重
く
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
？

「
百
万
人
分
、
苦
し
め
ろ
」

「
御
意
、
小
皇
帝
（
マ
イ
ロ
－
ド
）
」

イ
エ
ス

「
は
、
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

発
狂
し
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
老
人
は
、
奇
声
を
挙
げ
て
成
功
率
は
ま
ず
零
パ
ー
セ

ゼ
ロ

ン
ト
の
闘
争
を
開
始
す
る
。

「
な
ん
て
汚
ら
わ
し
い
」

「
う
に
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
」

「
で
は
、
行
っ
て
（
逝
っ
て
）
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
お
客
様
」
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闇
の
夜
、
死
の
夜
、
雨
天
の
極
夜
、
そ
れ
は
、
人
よ
り
尊
く
、
神
よ
り
穢
れ
た

け
が

存
在
に
よ
る
、
正
義

（
主
人
）
の
為
の
殺
戮
だ
っ
た
。
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軍
人
狩
リ
（
後
書
き
）

ま
ず
人
間
ド
ラ
マ
と
情
景
描
写
を
中
心
に
勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

羽虫の囁き２
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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